
※合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

化学反応論 

（Chemical Reaction Theory） 
選 石丸 裕士 

２年生 

エコシステム工学専攻 

学修単位 

２ 

半期 

週２時間 

授業概要 反応速度を解析・導出するために必要な知識を学び、実例に基づいた演習を通じて理解を深める。

到達目標 

1)反応速度の定義と反応機構の基礎的な内容を説明することができる。(C) 

2)複雑な反応系の反応機構を素反応を用いて説明することができる。(C) 

3)遷移状態について理解し、遷移状態の様々な熱力学変数を求めることができる。(C) 

評価方法 提出課題60%及びそれに基づいた試験40%で評価し、60点以上を合格とする。 

教科書等 

【教科書】特に指定しない。必要に応じて適宜プリントを配布する。 

【参考書】山内淳、基礎物理化学・基礎物理化学演習、 サイエンス社 他 

チャン（北川禎三ら訳）、化学・生命化学系のための物理化学、東京化学同人 

 内  容 （１１０分授業を１５回実施する。なお、１回の自宅演習は２４０分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

第１０回  

第１１回  

第１２回  

第１３回  

第１４回  

第１５回  

ガイダンス及び反応速度の定義と速度式 

一次反応と二次反応 

複合反応 

反応機構と素反応 

複雑な反応の反応機構 

化学緩和 

問題演習 1 

反応速度と温度 

触媒反応と酵素反応 

光化学反応 

反応の衝突理論 

反応座標とポテンシャルエネルギー 

遷移状態理論 

問題演習 2 

試験 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

C 

C 

C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

 C 

    

（特記事項）９０分授業の場合は、上記内容

を１５週間に１８回の授業で行う。 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

    ◎    ◎  



化学反応論(Chemical Reaction Theory)   エコシステム工学専攻  ２年生 

 

【第 １回】講義概要・到達目標・評価方法・取り組み方などについて説明した後、反応速度の定義及び速度式と

速度定数との関係などについて学習する。 

 

【第 ２回】一次反応・二次反応・擬一次反応などについて実例を通じて学習する。 

 

【第 ３回】可逆反応・競争反応・逐次反応など、複合反応ついて実例を通じて学習する。 

 

【第 ４回】リンデマン機構について、素反応を考慮した反応機構の特徴を明らかにして学習する。 

 

【第 ５回】複雑な反応の反応機構について実例を通じて学習する。 

 

【第 ６回】温度ジャンプ法による平衡移動について実例を通じて学習する。 

 

【第 ７回】第１回～第６回の内容に関連した問題を演習する。 

 

【第 ８回】反応速度と温度との関係を表すアレーニウス式や活性化状態について学習する。 

 

【第 ９回】触媒反応と酵素反応について実例を通じて学習する。 

 

【第１０回】蛍光・燐光における量子収率やクエンチング及び光増幅作用について実例を通じて学習する。 

 

【第１１回】衝突反応の速度定数をボルツマン分布式・アレーニウス式などを用いて求められるよう学習する。 

 

【第１２回】反応座標を用いて活性化状態を表現できるよう学習する。 

 

【第１３回】絶対反応速度論に基づいて活性化自由エネルギー・活性化エントロピー・活性化エンタルピーなどの

遷移状態の熱力学変数を求められるよう学習する。 

 

【第１４回】第８回～第１３回の内容に関連した問題を演習する。 

 

【第１５回】第７回と第１４回の問題演習に基づいた試験を実施する。 

 


